
令和3年５月１日
.37

えりも町議会

４

大相撲 友綱部屋

表紙紹介

４月８日、笛舞小学校の入学式にて。昨年に続き、新型コロナウイルス感染症対策によるマスク着用での

開催。コロナなんか吹き飛ばしてしまいそうなほど元気いっぱいの新１年生５名が入学し、全校児童は２２

名に。小さな学校のアイドルたちの健やかな成長を願います。（写真は記念写真撮影時のため、マスクを外

しています）
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前年度比 2億6000万円増

◎ 防災行政無線更新整備事業（担当:企画課）6億9700万円
現在の防災行政無線を新規格に適合した機器に更新。
令和4年度まで。

◎ 映画出資負担金（担当:企画課）1650万円
～襟裳岬を甦らせた漁師たちの実話～
「北の流氷（仮）」の映画出資負担金。

◎ 無名橋解体事業負担金（担当:建設水道課）1億2000万円
追分峠頂上付近の国道をまたぐ、「無名橋」の
解体負担金。
（事業主体は開発建設部）

◎ 高規格救急車購入（担当:日高東部消防組合えりも支署）
3716万円

平成17年度購入の救急車の更新

◎ 清掃センター改修事業（担当:町民生活課）4940万円
清掃センターガス冷却塔鋼板・耐火物改修。
（焼却施設燃焼塔の熱を下げるための改修）

◎ 中央保育所外壁改修工事（担当:町民生活課） 1240万円

更新される防災行政無線

「●本年度の主な新規事業」

歳 入
54億1000万円 本

年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
、
町
長
選
挙
が
執
行

さ
れ
る
た
め
、
一
部
の
政

策
経
費
を
除
い
た
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。

政
策
経
費
の
う
ち
６
月

ま
で
の
実
施
が
確
実
に
見

込
ま
れ
る
事
業
の
み
、
主

な
新
規
事
業
と
し
て
掲
載

し
ま
し
た
。

解体される追分峠「無名橋」

老朽化が激しく、一部改修

される清掃センター
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予
算
特
別
委
員
会
を
終
え
て

委
員
長

笹
谷

広
喜

本
委
員
会
を
閉
会
す
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
初
予
算
の
審
査
と
い
う
大
変
重
要
な
案
件
の
審
議
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
委
員
並
び
に
理
事
者
・
説
明
員
の
ご
協
力
を
賜
り
、
無
事
全
会

計
の
審
議
を
終
え
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
あ
り
が
た
く
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備
事
業
や
追
分
峠
の
無
名
橋
解
体
事
業
な
ど
大
型
の
財
政
出
動
を

控
え
、
当
町
の
財
政
状
況
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

本
委
員
会
の
審
査
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
建
設
的
な
意
見
や
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を

十
分
に
踏
ま
え
、
今
後
の
町
政
の
発
展
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
委
員
を
は
じ
め
理
事

者
、
説
明
員
皆
様
に
切
に
お
願
い
を
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令和３年度一般会計予算

会 計 区 分 予 算 額 前 年 比

一 般 会 計 5,410,000 260,000

国民健 康保険特 別会計 990,000 5,000

簡 易 水 道 特 別 会 計 179,000 6,000

診 療 所 特 別 会 計 341,000 11,000

下 水 道 特 別 会 計 186,000 14,000

介 護 保 険 特 別 会 計 496,000 11,000

後期高齢者医療特別会計 69,000 2,000

小 計 2,261,000 49,000

総 計 7,671,000 309,000

● 予 算 総 括 表 単位（千円）

歳 出
54億1000万円

外壁改修が予定される
中央保育所

更新される救急車



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３７・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

< 4 >

質
疑
（
竹
内
）

事
業
内
容
は
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
補
佐
）

ヨ
ー
ネ
病
で
殺
処
分
さ
れ
た
牛

の
見
舞
金
及
び
殺
処
分
さ
れ
た
牛

を
補
て
ん
す
る
た
め
、
新
た
に
牛

を
導
入
す
る
経
費
を
農
協
が
助
成

し
、
そ
の
半
額
を
町
が
農
協
へ
助

成
す
る
も
の
。

質
疑
（
高
松
）

次
年
度
に
予
算
計
上
さ
れ
て
い

な
い
理
由
は
。
町
か
ら
獣
医
師
が

い
な
く
な
る
の
か
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
補
佐
）

従
来
か
ら
獣
医
師
２
名
体
制
で
、

そ
の
う
ち
１
名
分
を
農
業
共
済
組

合
に
支
払
っ
て
き
た
が
、
同
組
合

か
ら
１
名
体
制
に
す
る
と
話
が
あ

り
減
額
し
た
。

ま
た
、
同
組
合
も
合
併
が
進
み

事
務
の
効
率
化
の
た
め
、
え
り
も

か
ら
引
き
揚
げ
、
様
似
町
に
常
駐

す
る
と
い
う
話
が
あ
り
、
町
と
し

て
は
え
り
も
に
残
し
て
ほ
し
い
と

要
望
し
て
い
る
。

答
弁
（
町
長
）

何
が
問
題
で
え
り
も
か
ら
引
き

揚
げ
る
の
か
、
経
営
的
に
厳
し
い

の
か
、
住
宅
の
問
題
が
あ
る
の
か
。

町
で
支
援
で
き
る
も
の
は
行
う
考

え
が
あ
る
と
伝
え
、
計
画
の
撤
回

を
要
望
し
て
い
る
。

質
疑
（

本
）

赤
ち
ゃ
ん
の
数
が
減
っ
て
き
て

い
る
中
、
一
人
当
た
り
の
額
を
増

額
で
き
な
い
か
。

答
弁
（
町
民
生
活
課
長
）

祝
金
制
度
は
、
第
一
子
３
万
円
、

第
二
子
以
降
は
５
万
円
を
贈
呈
し

て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
金

額
の
改
定
は
検
討
し
て
い
な
い
。

定
例
町
議
会
最
終
日
の
３
月
12
日
、
町
側
か
ら
提
示
さ
れ
た

令
和
３
年
度
の
予
算
案
に
対
す
る
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
委
員
か
ら
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
が
、
内
容
を
抜
粋

し
掲
載
し
ま
す
。

滞
納
繰
越
額
の
推
移
は

質
疑
（
石
川
）

水
道
料
と
下
水
道
料
の
滞
納

額
が
増
え
て
い
る
理
由
は
。

答
弁
（
建
設
水
道
課
専
門
技
師
）

高
額
滞
納
者
の
滞
納
額
が
減

ら
な
い
。
今
後
も
努
力
し
て
滞

納
額
を
減
ら
し
て
い
き
た
い
。

質
疑
（
竹
内
）

町
内
の
肉
牛
農
家
戸
数
と
繁

殖
雌
牛
の
飼
養
頭
数
は
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
補
佐
）

昨
年
２
月
の
数
字
で
あ
る
が
、

肉
牛
農
家
戸
数
は
21
戸
、
繁
殖

雌
牛
は
６
４
８
頭
で
あ
る
。
牛

ヨ
ー
ネ
病
に
よ
り
、
数
年
前
よ

り
３
５
０
頭
ほ
ど
減
少
し
て
い

る
。

質
疑
（
竹
内
）

管
理
委
託
費
と
し
て
４
４
０

万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
内

容
は
。

答
弁
（
学
校
教
育
課
長
）

管
理
業
務
及
び
清
掃
業
務
は

民
間
委
託
と
し
、
監
視
業
務
は

資
格
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

教
育
委
員
会
の
直
営
で
考
え
て

い
る
。

質
疑
（
石
川
）

①
プ
ー
ル
の
名
称
の
経
緯
は
。

②
５
億
円
も
か
け
年
間
４
か

月
の
利
用
だ
が
、
未
使
用
期
間

の
利
用
を
検
討
し
て
は
。

③
児
童
の
無
料
は
理
解
で
き

る
が
、
一
般
は
料
金
の
負
担
が

必
要
で
は
。

④
脱
炭
素
社
会
時
代
に
、
な

ぜ
化
石
燃
料
を
使
用
す
る
の
か
。

風
力
や
木
質
燃
料
の
選
択
肢

は
な
い
か
。

小
学
校
プ
ー
ル

答
弁
（
教
育
長
）

①
正
式
名
は
「
え
り
も
町

立
え
り
も
小
学
校
プ
ー
ル
」

で
、
愛
称
は
「
え
り
も
小
風

の
子
プ
ー
ル
」
と
し
て
小
中

高
生
も
含
め
活
用
す
る
こ
と

と
し
た
。
こ
れ
は
、
一
つ
の

学
校
と
い
う
補
助
制
度
の
中

で
、
道
教
委
と
も
協
議
し
決

定
し
た
。

②
補
助
制
度
に
従
い
学
校

の
使
用
期
間
を
前
提
に
利
用

期
間
を
決
定
し
た
が
、
今
後

利
用
状
況
を
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

③
学
校
プ
ー
ル
で
あ
る
た

め
一
般
か
ら
の
利
用
料
は
も

ら
え
な
い
。

答
弁
（
建
設
水
道
課
長
）

④
最
小
の
経
費
で
出
来
る

設
備
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に

置
い
た
結
果
、
化
石
燃
料

（
Ａ
重
油
）
と
な
っ
た
。

優
良
肉
用
繁
殖
雌
牛
貸
付

す
こ
や
か
赤
ち
ゃ

ん
誕
生
祝
金

ヨ
ー
ネ
病
緊
急
対

策
補
助
金

獣
医
師
配
置
負
担
金

第一子の出産祝金10万円以上の

道内自治体も増えてきている

使用期間が議論された完成間近の

学校プール



質
疑
（

本
）

毎
年
維
持
補
修
費
が
掛
か
っ

て
い
る
が
、
修
繕
の
額
と
箇
所

数
、
今
後
の
対
策
は
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
）

施
設
の
耐
用
年
数
も
あ
と
数

年
で
終
わ
る
。
経
年
劣
化
が
著

し
く
、
維
持
費
は
予
算
計
上
額

程
度
か
か
る
予
想
で
あ
る
。

今
後
は
補
助
事
業
で
再
整
備

す
る
か
、
撤
去
す
る
か
の
検
討

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質
疑
（

本
）

施
設
に
雨
漏
り
や
さ
び
が
見

受
け
ら
れ
る
。
国
立
公
園
の
指

定
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
修
繕

費
を
増
額
し
て
は
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
）

修
繕
費
は
１
１
０
万
円
計
上

し
て
い
る
が
、
経
年
劣
化
に
よ

り
壊
れ
た
部
分
を
都
度
修
繕
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

答
弁
（
町
長
）

環
境
省
で
は
国
立
公
園
指
定

後
、
園
内
の
施
設
管
理
に
関
し

何
ら
か
の
支
援
を
考
え
た
い
と

い
う
意
見
も
あ
り
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

質
疑
（
高
松
）

チ
ェ
ー
ン
振
り
事
業
は
本
年

度
、
１
５
７
万
円
余
り
予
算
計

上
さ
れ
て
い
た
が
、
次
年
度
は

予
算
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。
補

助
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
補
佐
）

え
り
も
漁
協
と
協
議
の
結
果
、

漁
業
者
の
高
齢
化
や
工
法
変
更

等
で
こ
の
事
業
に
合
致
し
な
い

部
分
が
あ
り
、
次
年
度
は
様
子

を
見
た
い
と
い
う
こ
と
で
予
算

計
上
を
見
送
っ
た
。

質
疑
（
高
松
）

給
食
提
供
用
備
品
購
入
で
真

空
冷
却
器
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
導

入
経
緯
は
。

答
弁
（
学
校
教
育
課
長
）

献
立
の
茹
で
た
も
の
を
瞬
間

的
に
冷
却
し
、
す
ぐ
次
の
給
食

の
献
立
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

衛
生
管
理
上
備
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
指
導
が
あ
り
、

必
要
最
小
限
の
機
器
で
あ
る
。

質
疑
（
高
松
）

教
員
住
宅
の
修
繕
費
６
０
０

万
円
余
り
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

何
棟
を
修
繕
す
る
予
定
か
。
ま

た
、
修
繕
の
内
容
は
。

答
弁
（
学
校
教
育
課
長
）

教
員
住
宅
は
小
中
高
校
合
わ

せ
て
84
戸
あ
る
。
特
に
水
回
り
、

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
や
ト
イ
レ
、
床

面
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
屋
根
な
ど

が
相
当
傷
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
を
修
繕
す
る
た
め
の

計
上
で
、
特
に
こ
の
住
宅
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。

質
疑
（
上
野
）

用
地
賃
借
料
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
漁
村
セ
ン
タ
ー
は
現

在
ほ
ぼ
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

外
階
段
も
崩
れ
落
ち
そ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
管
理
は
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
補
佐
）

町
は
解
体
を
検
討
し
て
い
る

が
、
建
物
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
入
っ

て
い
る
こ
と
や
、
解
体
費
用
が

３
千
万
円
以
上
か
か
る
な
ど
の

問
題
が
あ
る
。

ま
た
、
漁
村
セ
ン
タ
ー
と
旧

漁
協
が
渡
り
廊
下
で
連
結
し
て

い
る
た
め
、
町
単
独
で
漁
村
セ

ン
タ
ー
だ
け
を
解
体
す
る
の
か
、

漁
村
セ
ン
タ
ー
と
併
せ
て
旧
漁

協
も
解
体
す
る
の
か
、
今
後
漁

協
と
協
議
を
進
め
た
い
。

質
疑
（
竹
内
）

昨
年
企
業
誘
致
で
「
え
り
も

中
央
牧
場
」
の
施
設
が
完
成
し

た
。
豚
の
出
荷
も
順
調
と
思
う

が
、
町
内
の
店
舗
で
当
該
企
業

の
豚
肉
を
取
り
扱
う
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
）

中
央
牧
場
に
は
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
な
ど
を
打
診
し
て
い
る
。

新
冠
で
は
、
食
肉
セ
ン
タ
ー

が
年
１
、
２
回
販
売
を
し
て
お

り
、
え
り
も
町
で
も
同
様
の
こ

と
が
で
き
な
い
か
打
診
し
て
い

る
。

質
疑
（
高
松
）

現
在
の
会
計
方
式
か
ら
、
公

営
企
業
会
計
方
式
に
移
行
す
る

た
め
の
負
担
金
８
０
０
万
円
余

り
は
、
毎
年
負
担
す
る
の
か
。

ま
た
、
移
行
業
務
を
行
う
組

織
は
ど
こ
か
。

移
行
後
は
職
員
が
会
計
事
務

を
行
う
の
か
。

答
弁
（
建
設
水
道
課
専
門
技
師
）

令
和
３
年
度
か
ら
５
年
度
ま

で
で
１
６
０
０
万
円
余
り
を
予

定
し
、
初
年
度
は
固
定
資
産
台

帳
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

委
託
先
は
北
海
道
自
治
体
情

報
シ
ス
テ
ム
協
議
会
で
あ
る
。

令
和
６
年
度
か
ら
の
移
行
後

は
、
職
員
で
行
う
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３７・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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シ
カ
侵
入
防
止
柵
の
修
繕

風
の
館
運
営
費

水
面
多
面
的
機
能

発
揮
対
策
事
業

学

校

給

食

教
員
住
宅
の
修
繕

漁
村
セ
ン
タ
ー
の
管
理

企

業

誘

致

上
下
水
道
、
公
営

企
業
会
計
へ
移
行

豚を繁殖させている

えりも中央牧場の全景



一
般
会
計
（
歳
出
）

・
除
雪
運
転
委
託

２
５
０
０
万
円

除
雪
作
業
が
増
加
し
た
た
め

・
備
品
購
入
費

旧
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
備
品

浴
槽
水
を
人
工
ラ
ジ
ウ
ム
温

泉
化
す
る
資
機
材
購
入

２
５
０
万
円

え
り
も
高
校
用
備
品

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ

く
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
購
入

１
３
３
万
２
千
円

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
用
備
品

タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入２

３
万
２
千
円

・
診
療
所
特
別
会
計
繰
出
金

４
千
万
円

・
鳥
獣
被
害
防
止
緊
急
捕
獲
活

動
支
援
事
業
補
助
金

▲
２
２
３
万
７
千
円

捕
獲
頭
数
の
減
少
な
ど

一
般
会
計
（
歳
入
）

・
北
海
道
海
岸
漂
着
物
等
地
域

対
策
推
進
事
業
補
助
金

３
６
０
万
円

海
岸
漂
着
流
木
の
処
理
業
務

に
対
す
る
道
補
助
金
の
追
加

・
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

２
億
円

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の
増

に
よ
る
追
加

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業
補

助
金

８
３
１
万
５
千
円

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
体
制

整
備
に
対
す
る
補
助
金

・
優
良
繁
殖
雌
牛
導
入
貸
付
償

還
金

１
９
０
万
５
千
円

貸
付
償
還
金
の
見
込
額

・
海
外
実
践
研
修
旅
行
助
成
事

業

▲
６
３
０
万
円

え
り
も
高
校
の
海
外
研
修
の

中
止

・
え
り
も
町
介
護
保
険
条
例
の

改
正介

護
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
く
３
年
ご
と
の
見
直
し
に

よ
り
、
65
歳
以
上
の
方
に
対

す
る
基
準
額
を
引
き
上
げ
、

負
担
の
軽
減
を
図
る
。

・
第
１
段
階
の
保
険
料
率

３
３
０
０
０
円
→
４
０
８
０
０
円

・
第
２
・
３
段
階
の
保
険
料
率

４
９
６
０
０
円
→
６
１
２
０
０
円

・
第
４
段
階
の
保
険
料
率

５
９
５
０
０
円
→
７
３
４
０
０
円

・
第
５
段
階
の
保
険
料
率

６
６
１
０
０
円
→
８
１
６
０
０
円

・
第
６
段
階
の
保
険
料
率

７
９
４
０
０
円
→
９
７
９
０
０
円

・
第
７
段
階
の
保
険
料
率

８
６
０
０
０
円
→
１
０
６
０
０
０
円

・
第
８
段
階
の
保
険
料
率

９
９
２
０
０
円
→
１
２
２
４
０
０
円

・
第
９
段
階
の
保
険
料
率

１
１
２
４
０
０
円
→
１
３
８
７
０
０
円

・
え
り
も
町
公
平
委
員
の
選
任

え
り
も
町
字
大
和

盛

孝
雄
（
72
歳
）

再
任

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３７・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

< 6 >

補

正

予

算

第７回定例町議会が３月２日に開会し、１２日まで開催されました。（３日～１０日まで休会）

令和２年度予算の補正、条例の改正等、また、最終日には、令和３年度の予算を審議するための予

算特別委員会が開催され、すべて原案通りに可決されました。

条

例

改

正

人

事



問


本

議
員

町
内
で
使
わ
れ
て
い
な

い
公
共
施
設
が
あ
り
、
老

朽
化
が
激
し
く
景
観
も
悪

い
。①

目
黒
保
育
所
は
外
部

遊
具
が
朽
ち
果
て
、
建
物

も
明
ら
か
に
維
持
管
理
が

さ
れ
て
い
る
と
思
え
ず
廃

墟
と
化
し
て
い
る
。
早
急

な
対
処
が
必
要
で
は
な
い

か
。②

ふ
れ
あ
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用

者
数
の
減
少
と
老
朽
化
の

た
め
解
体
す
る
方
向
で
調

整
中
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た

か
。

答

町
民
生
活
課
長

①
目
黒
保
育
所
は
平
成

14
年
度
に
庶
野
保
育
所
と

統
合
さ
れ
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
建
物
も
築
44
年
が

経
過
し
老
朽
化
も
進
ん
で

い
る
。

今
後
、
地
域
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
解
体
等
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

答

保
健
福
祉
課
長

②
ふ
れ
あ
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
築
31

年
が
経
過
し
老
朽
化
が
進

み
、
利
用
者
も
大
幅
に
落

ち
込
ん
で
い
る
。

当
該
施
設
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

協
会
と
協
議
を
重
ね
て
き

た
が
、
同
協
会
は
今
年
３

月
末
を
も
っ
て
解
散
し
、

今
後
施
設
は
利
用
し
な
い

旨
の
報
告
を
受
け
た
。

町
と
し
て
は
今
後
、
売

却
、
解
体
、
他
の
用
途
へ

の
転
用
も
視
野
に
入
れ
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

結
論
を
出
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問


本

議
員

町
内
で
も
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
が
進
み
、
２

０
４
５
年
に
は
人
口
が
半

減
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

①
漁
船
乗
組
員
が
町
外

か
ら
来
て
い
る
話
も
聞
く

が
、
一
定
の
条
件
を
付
け

そ
の
よ
う
な
方
々
が
定
住

し
や
す
い
よ
う
に
家
賃
の

半
額
補
助
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

②
定
住
促
進
の
た
め
の

賃
貸
住
宅
を
用
意
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て

は
。③

Ｕ
タ
ー
ン
者
を
想
定

し
、
家
業
を
継
ぐ
際
の
か

か
る
費
用
を
補
助
し
、
移

住
促
進
を
図
っ
て
は
。

答

企
画
課
長

管
内
で
は
当
町
を
除
く

６
町
村
が
道
移
住
促
進
協

議
会
に
参
加
し
、
移
住
促

進
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。

①
移
住
者
の
ニ
ー
ズ
も

分
か
ら
な
い
状
況
な
の
で
、

ま
ず
は
え
り
も
に
暮
ら
し

て
い
る
人
に
対
し
て
、
今

後
も
え
り
も
に
安
心
し
て

暮
ら
し
、
子
育
て
を
し
て

い
け
る
施
策
を
行
っ
て
い

こ
う
と
考
え
て
お
り
、
新

た
に
定
住
す
る
方
の
家
賃

補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

②
同
様
の
理
由
か
ら
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

が
、
今
後
移
住
・
定
住
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
や
支

援
は
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
、
振
興
局
と
も

連
携
し
情
報
収
集
を
し
て

い
き
た
い
。

③
新
た
な
担
い
手
と
し

て
漁
業
後
継
者
や
新
規
漁

業
就
業
者
に
対
し
て
、
漁

業
を
営
む
上
で
必
要
な
経

費
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
支
援
が
行
え
る
の
か
、

漁
協
と
も
協
議
し
実
施
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
農
業
や
商
業

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３７・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜7＞

一般質問は、議員にとって、住民から重大な関心

と期待を持たれる大事な議員活動の場です。町政

全般にわたって執行機関に疑問点をただし、所信

の表明を求め、議員自らの政策提言を行い政治姿

勢を明らかにするものです。

地域の意見を聞き、
解体を検討

未利用公共施設
の対応は

家賃補助等は
考えていない

移住者支援は

本 維応議員

老朽化が著しい目黒保育所

人口減少が
心配される当町



問

中
野

議
員

健
康
そ
う
に
み
え
て
も

糖
尿
病
等
で
あ
っ
た
り
す

る
。
高
血
圧
等
は
自
覚
症

状
が
ほ
ぼ
な
く
、
放
っ
て

お
く
と
動
脈
硬
化
が
進
み
、

心
筋
梗
塞
な
ど
が
起
こ
る

可
能
性
が
あ
る
。

脳
梗
塞
の
前
兆
も
数
分

間
で
消
え
、
本
人
も
気
の

せ
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。

生
活
習
慣
の
見
直
し
や

食
生
活
、
運
動
の
大
切
さ

な
ど
に
加
え
、
特
定
健
診

の
重
要
性
を
広
く
周
知
す

る
こ
と
で
、
町
民
が
健
康

を
保
ち
な
が
ら
長
生
き
し
、

人
口
減
少
の
抑
制
に
も
繋

が
る
と
思
う
。

①
健
康
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、

ま
た
は
プ
リ
ン
ト
を
作
成

し
て
各
家
庭
に
配
布
し
て

は
ど
う
か
。
医
療
費
の
削

減
に
繋
が
る
と
思
う
。

②
特
定
健
診
受
診
券
は
、

世
帯
主
宛
に
送
付
さ
れ
る

が
、
開
封
し
な
け
れ
ば
配

偶
者
分
が
確
認
で
き
な
い

の
で
、
個
人
宛
に
送
付
す

る
か
、
何
名
分
と
明
記
し

て
は
ど
う
か
。

答

保
健
福
祉
課
長

①
町
は
、
生
活
習
慣
病

の
早
期
発
見
を
目
的
に
、

特
定
健
診
の
継
続
受
診
を

促
し
健
康
状
態
の
把
握
や

生
活
習
慣
を
見
直
す
機
会

と
な
る
よ
う
正
し
い
知
識

を
普
及
さ
せ
、
予
防
に
重

点
を
置
い
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
健
康
に
関

す
る
様
々
な
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
の
配
布
の
ほ
か
、
広

報
紙
を
通
じ
て
周
知
を
図
っ

て
い
る
が
、
今
後
も
情
報

提
供
の
充
実
に
向
け
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
内
容
見
直
し

や
改
善
に
取
り
組
む
。

②
受
診
券
は
、
国
保
の

保
険
証
と
同
様
に
、
郵
送

料
を
考
慮
し
世
帯
ご
と
ま

と
め
て
送
付
し
て
い
る
。

個
人
宛
に
送
付
す
る
こ

と
で
、
健
診
を
受
け
る
動

機
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
、
同
封
明
記
の
対
応
策

と
あ
わ
せ
て
双
方
を
考
慮

の
う
え
、
ど
ち
ら
か
を
実

施
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

問

大
坂

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

拡
大
防
止
策
で
、
新
設
さ

れ
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
体

制
整
備
事
業
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
あ
た
り
各
自
治

体
で
必
要
な
費
用
を
原
則

国
が
全
額
負
担
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
や
抗
原
・
抗
体
検
査

体
制
の
充
実
強
化
等
が
示

さ
れ
て
い
る
。

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
方
法

は
、
集
団
接
種
で
65
歳
以

上
か
ら
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

を
発
送
し
て
、
特
定
の
場

所
で
集
中
的
に
実
施
す
る

が
、
ど
こ
の
場
所
を
考
え

て
い
る
の
か
。

②
自
宅
や
介
護
施
設
を

出
る
こ
と
が
難
し
い
人
や

会
場
に
自
力
で
来
る
こ
と

が
難
し
い
高
齢
者
の
移
動

手
段
は
。

答

保
健
福
祉
課
長

町
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部

会
議
の
中
で
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
推
進
チ
ー
ム
を
設
け

全
庁
的
な
協
力
体
制
を
構

築
し
、
国
か
ら
の
情
報
収

集
な
ど
に
遺
漏
の
な
い
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
。

①
接
種
場
所
は
、
歌
別

の
第
２
体
育
館
を
通
年
貸

切
で
実
施
す
る
予
定
。

ま
た
、
国
保
診
療
所
と

の
協
議
で
、
副
反
応
の
対

応
を
考
え
た
場
合
に
診
療

所
や
消
防
支
署
に
よ
り
近

い
場
所
が
良
い
と
の
提
案

を
受
け
た
こ
と
や
、
会
場

設
営
の
効
率
性
な
ど
を
考

慮
し
て
決
定
し
た
。

②
接
種
会
場
ま
で
の
移

動
手
段
は
、
送
迎
バ
ス
の

運
行
を
計
画
し
て
い
る
。

町
内
全
方
面
か
ら
一
斉

の
運
行
は
困
難
な
の
で
、

日
に
ち
指
定
や
地
域
指
定

の
対
応
と
な
る
。

や
ま
と
苑
入
所
者
は
、

当
該
施
設
内
で
の
実
施
を

考
え
、
診
療
所
と
協
議
し

て
い
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３７・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜8＞

受診の動機付けのため
前向きに検討

特定健診受診券
個人宛に送付を

接種場所は
歌別の第2体育館

ワクチン接種の
具体案を

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
実
際
の
会
場
。

歌
別
の
第
２
体
育
館

中野 公浩議員

大坂 庄吉議員

特
定
健
診
受
診
券
の
送
付

先
を
世
帯
主
か
ら
個
人
宛

に
変
更
す
る
こ
と
を
検
討



問

上
野

議
員

①
近
浦
～
笛
舞
間
は
、

２
月
16
日
、
台
風
並
み
に

発
達
し
た
低
気
圧
に
よ
る

高
波
の
影
響
で
通
行
止
め

に
な
り
、
設
置
さ
れ
て
い

る
越
波
柵
を
も
乗
り
越
え

て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
。

町
民
に
と
っ
て
様
似
方

面
に
行
く
唯
一
の
道
路
で
、

地
元
自
治
会
が
以
前
か
ら

対
策
や
要
望
を
出
し
て
い

る
場
所
で
あ
る
。

現
在
ま
で
、
国
や
道
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
要
請
・

要
望
を
し
、
そ
の
回
答
と

今
後
の
働
き
か
け
は
。

②
庶
野
～
広
尾
間
は
頻

繁
に
通
行
止
め
に
な
っ
て

い
る
。
５
年
、
10
年
先
を

見
据
え
、
ど
の
よ
う
な
考

え
を
も
っ
て
い
る
か
。

答

企
画
課
長

①
近
浦
～
笛
舞
間
は
、

町
民
の
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
重
要
な
道
路
で

あ
り
、
国
道
を
管
理
し
て

い
る
関
係
機
関
に
、
早
期

の
越
波
柵
設
置
等
の
対
策

を
要
望
し
て
い
る
。

国
は
、
今
後
も
越
波
や

通
行
止
め
の
発
生
状
況
、

交
通
の
状
況
等
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
整
備
の
必
要

性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
、
引
き
続

き
対
策
の
実
施
を
要
望
し

て
い
く
。

②
庶
野
～
上
目
黒
間
は
、

令
和
２
年
４
月
か
ら
連
続

雨
量
で
の
規
制
は
な
く
な

り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り

危
険
な
場
合
に
は
通
行
止

め
と
な
る
特
殊
通
行
規
制

区
間
へ
緩
和
さ
れ
て
い
る
。

目
黒
～
音
調
津
間
は
、

防
災
工
事
が
完
了
し
て
い

な
い
た
め
、
連
続
雨
量
が

80
㍉
で
通
行
止
め
と
し
て

い
る
。
広
尾
側
の
防
災
工

事
は
今
年
度
完
了
す
る
予

定
で
、
一
刻
も
早
い
規
制

緩
和
を
要
望
し
て
い
く
。

今
後
は
、
予
想
さ
れ
る

巨
大
地
震
に
よ
り
大
津
波

が
発
生
し
国
道
が
破
損
し

た
場
合
に
は
、
長
期
間
に

わ
た
り
町
が
孤
立
す
る
恐

れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
う

回
路
と
な
る
内
陸
の
道
路

も
要
望
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問

上
野

議
員

中
学
校
の
部
活
動
は
、

そ
の
分
野
未
経
験
の
教
員

が
顧
問
を
す
る
こ
と
が
負

担
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

ま
た
、
技
術
指
導
を
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
で
物
足

り
な
さ
を
感
じ
る
子
ど
も

達
も
い
る
こ
と
か
ら
、
部

活
動
指
導
員
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

畑
違
い
の
部
活
動
指
導

で
苦
労
し
て
い
る
教
員
の

負
担
軽
減
に
な
り
、
働
き

方
改
革
の
点
か
ら
も
有
効

と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
は
、
競
技
や
文

化
活
動
の
専
門
的
な
知
識

を
持
っ
た
地
域
人
材
の
活

用
は
、
部
活
動
の
指
導
内

容
の
質
の
向
上
に
な
り
、

え
り
も
型
地
域
学
校
の
推

進
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

る
が
。

答

学
校
教
育
課
長

部
活
動
指
導
員
の
職
務

は
、
実
技
指
導
、
学
校
外

活
動
の
引
率
、
用
具
・
施

設
の
管
理
、
保
護
者
へ
の

連
絡
、
年
間
指
導
計
画
の

作
成
な
ど
で
あ
る
。

外
部
指
導
者
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
的
な
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
に
対
し
、
部
活
動

指
導
員
は
、
学
校
職
員
的

な
位
置
付
け
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
給
与
の
支
給
な
ど
、

身
分
を
保
障
す
る
取
扱
い

が
必
要
に
な
る
。

規
定
に
は
、
「
指
導
す

る
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動

等
に
係
る
専
門
的
な
知
識
・

技
能
の
み
な
ら
ず
、
学
校

教
育
に
関
す
る
十
分
な
理

解
を
有
す
る
者
」
と
さ
れ

て
お
り
、
当
町
に
お
い
て

は
大
き
な
町
の
よ
う
に
人

材
を
発
掘
す
る
こ
と
は
難

し
い
状
況
に
あ
る
。

部
活
動
指
導
員
に
関
す

る
柔
軟
な
運
営
方
法
等
の

協
議
や
、
こ
れ
ま
で
の
外

部
指
導
者
の
さ
ら
な
る
活

用
等
も
含
め
、
学
校
現
場

と
部
活
動
に
か
か
わ
る
指

導
者
に
つ
い
て
の
情
報
等

を
共
有
し
協
議
し
て
い
る

が
、
人
材
の
発
掘
に
至
っ

て
お
ら
ず
、
今
後
も
制
度

を
活
用
し
、
導
入
に
向
け

て
前
向
き
に
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３７・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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対策を引き続き
要望していく

国道の通行止めに
対策を

進めたいが人材
発掘が課題

中学校に部活動
指導員の導入を

上野 陽司議員

なぎのいい満潮時でも越波

している近浦～笛舞間の国道

部
活
動
に
取
り
組
む
子
ど
も

達
。
女
子
バ
レ
ー
部
は
管
内

で
も
屈
指
の
強
豪



問

高
松

議
員

２
０
１
８
年
１
年
間
の

え
り
も
町
の
人
口
減
少
率

は
２
・
６
％
で
、
日
高
管

内
で
一
番
減
少
率
が
大
き

か
っ
た
。

各
町
が
新
規
就
業
や
移

住
促
進
に
向
け
て
様
々
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
な
か
、

え
り
も
町
が
こ
れ
と
い
っ

た
対
策
を
打
ち
出
し
て
い

な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
当

然
の
結
果
と
も
い
え
る
。

移
住
し
て
も
ら
う
に
は

働
く
場
が
な
け
れ
ば
難
し

い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
会
社
に

行
か
な
く
て
も
テ
レ
ワ
ー

ク
で
仕
事
が
出
来
て
し
ま

う
。こ

の
時
代
の
流
れ
に
乗

り
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
昆

布
の
労
働
力
不
足
解
消
等
、

地
元
産
業
と
連
係
し
た
テ

レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
導
入
な
ど
、
関
係
人

口
を
徐
々
に
増
や
し
て
い

く
継
続
し
た
取
り
組
み
が

必
要
と
思
う
が
。

答

企
画
課
長

観
光
協
会
で
宿
泊
費
、

食
費
、
交
通
費
を
負
担
し
、

町
内
の
宿
泊
施
設
に
滞
在

し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
を
す
る

方
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

12
月
～
２
月
に
30
名
が
参

加
し
、
延
べ
宿
泊
数
３
５

０
泊
の
利
用
が
あ
っ
た
。

町
と
し
て
も
こ
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
第
２
期
総
合
戦
略
で

｢

夏
の
冷
涼
な
気
候
と
豊

か
な
自
然
、
新
鮮
な
魚
介

類
を
中
心
と
し
た
食
と
い
っ

た
魅
力
を
発
進
す
る
こ
と

で
、
新
た
な
関
係
人
口
の

創
出
・
拡
大
を
図
る
と
と

も
に
、
移
住
・
定
住
の
受

け
入
れ
環
境
の
整
備
を
検

討
し
て
い
く｣

と
し
て
お

り
、
今
後
関
係
人
口
の
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

高
松

議
員

①
国
民
１
人
当
た
り
10

万
円
の
特
別
定
額
給
付
金

を
辞
退
し
よ
う
と
思
っ
た

個
人
や
困
っ
て
い
る
町
民

の
た
め
に
寄
付
を
し
た
い

と
考
え
て
い
る
事
業
者
も

い
る
の
で
は
な
い
か
。

ど
う
い
う
形
で
寄
付
を

し
た
ら
良
い
の
か
迷
っ
て

い
る
方
の
受
け
皿
と
し
て

新
ひ
だ
か
町
の
よ
う
な

｢

支
え
合
い
基
金｣

を
創
設

し
、
町
民
同
士
で
助
け
合

い
、
コ
ロ
ナ
を
克
服
し
よ

う
と
す
る
仕
組
み
を
創
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

②
業
績
悪
化
の
た
め
に

解
雇
さ
れ
た
り
、
仕
事
量

が
減
っ
て
収
入
が
減
少
し

た
個
人
に
対
し
、
国
は

｢

休
業
支
援
金｣

で
救
済
し

て
い
る
が
、
一
個
人
が
ど

れ
だ
け
理
解
し
受
給
し
て

い
る
か
疑
問
で
あ
る
。

そ
う
い
う
支
援
が
あ
る

こ
と
を
町
民
に
十
分
周
知

し
、
気
軽
に
相
談
で
き
る

窓
口
を
開
設
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答

企
画
課
長

①
新
ひ
だ
か
町
の｢

支

え
合
い
基
金｣

は
、
特
別

定
額
給
付
金
事
業
の
５
月

13
日
～
８
月
13
日
ま
で
の

期
間
に
、
個
人
・
企
業
・

団
体
合
わ
せ
て
１
５
７
件
、

約
３
３
０
０
万
円
が
集
ま

り
、
町
民
へ
の
支
援
事
業

に
活
用
し
た
と
の
こ
と
。

当
事
業
も
終
了
し
、
現

時
点
で
は
基
金
の
開
設
は

考
え
て
い
な
い
が
、
再
度

実
施
の
際
に
は
検
討
し
た

い
。

答

産
業
振
興
課
長

②
国
の｢

休
業
支
援
金｣

は
基
本
的
に
個
人
に
よ
る

申
請
の
た
め
、
町
に
問
い

合
わ
せ
は
な
い
。

今
後
は
、
町
の
支
援
の

み
な
ら
ず
国
や
道
の
支
援

に
つ
い
て
も
町
民
に
わ
か

り
や
す
い
周
知
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

専
用
の
窓
口
の
開
設
は
、

問
い
合
わ
せ
件
数
も
少
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課

で
対
応
し
、
開
設
す
る
考

え
は
な
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３７・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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関係人口の
拡大に取り組む

人口減少を最小限に
くい止める対策を

｢支え合い基金｣
再度実施されれば検討

コロナによる
弱者救済のために

高松 亮裕議員

昆
布
の
「
お
か
ま
わ
り
」

を
し
な
が
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
もえ

り
も
岬
の
昆
布
干
し

困っていない人から困っている人へ気持
ちをつなぐ「支え合い基金」を設けて広く
募ることにしました

新ひだか町大野町長ずぼらな日記より
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大規模自然災害から町民の生命・財産を守り、重

要な社会経済機能を維持するため、産業・交通・エ

ネルギー・まちづくりなど広い分野における機能の

強化を平時の段階から図ろうとする取り組み。

①20の｢起きてはならない最悪の事態｣(リスクシ

ナリオ)を設定する。

②これらの項目ごとに関連する現行の施策の推進

状況や課題を整理し、事態の回避に向けた対応

力について分析・評価を行う。

③この結果を踏まえ、個別施策の進捗や実績を把

握するため、可能な限り数値目標を設定する。

④推進期間を令和7年度までの5年間とし、国や道

との連携を図りながら個別の進捗状況や目標の

達成状況を継続的に検証していく。

※議員の意見として

①構造物の耐震性の調査を。

②脆弱性を点数化し、優先すべき事業を決定する

などの具体的な計画にすべき。

③大規模風力発電の森林伐採による土砂流出など

の二次災害への懸念。

えりも町強靱化計画
①国民健康保険税も高いのに、介護保険料も今回

上げ幅が大きい。一般会計から繰り入れるなど負担

を緩和することはできないか。

→一般会計からの繰り入れはふさわしくないと、会

計検査院から指導されている。

えりも町まち・ひと・しごと

創生総合戦略案

目指すべき姿を｢輝く海と大地を次世代へつなげ

るまちづくり｣とし、4つの目標を設定する。

1 まちに安定した雇用をつくる

新たな担い手と新規就業者支援 など

2 まちに新たな人の流れをつくる

観光振興による交流人口の拡大 など

3 結婚・出産・子育ての希望をかなえる

ライフステージに会わせた切れ目ない支援など

4 安心・安全で、住み続けたい魅力的な的なま

ちをつくる

地域医療の確保と防災・減災対策の推進 など

※議員の意見として

①インバウンド(外国人旅行者)の宿泊数を増やす

施策を

②オンライン婚活や町内各種イベント時の婚活パー

ティーの開催を

③漁業新規就業者に対する支援と就業条件緩和を

④目標達成のための役場各課の体制強化を

えりも町介護保険条例改正案

「保険料、年額15,500円増」

3年ごとに策定する｢市町村介護保険事業計画｣に

伴い、第1号被保険者(65歳以上)の納める保険料が、

令和3年度から基準となる第5段階の方で月額6,800

円、年額にして81,600円となり、令和2年度に比べ

て年間15,500円増えることになる。

ほかの地域と比べて高齢化率が低いのに施設利用

者が非常に多い。所得が高い高齢者が多く国からの

調整交付金が少ないなどにより保険料が高くなる。

※議員の意見として

昆
布
採
り
業
者
も
年
々
減
少
し
、

新
規
就
業
へ
支
援
も
必
要
か



大
相
撲

友
綱
部
屋

た
か
ま
つ

こ
う
た

高
松

航
太
さ
ん(

15)

▼
柔
道
で
も
大
活
躍
で
し
た
ね

小
５
、
小
６
、
中
２
と
３
回

全
国
大
会
に
出
場
し
、
小
５
の

時
、
個
人
戦
で
全
国
ベ
ス
ト
16

に
入
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

▼
力
士
に
な
る
き
っ
か
け
は

柔
道
少
年
団
の
鎌
田
監
督
と

友
綱
部
屋
の
旭
大
星
関
が
旭
川

大
学
高
校
の
同
窓
生
で
、
中
２

の
時
、
監
督
の
計
ら
い
で
旭
大

星
関
と
初
め
て
む
か
わ
町
で
会

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
柔
道
の
全
国
大
会

で
東
京
へ
行
っ
た
と
き
に
も
友

綱
部
屋
を
見
学
す
る
機
会
が
あ

り
、
次
第
に
旭
大
星
関
の
フ
ァ

ン
に
な
り
、
相
撲
へ
の
興
味
が

わ
い
て
き
ま
し
た
。

お
正
月
に
も
、
友
綱
部
屋
に

行
っ
て
、
し
こ
、
す
り
あ
し
、

て
っ
ぽ
う
な
ど
稽
古
し
て
き
ま

し
た
。

▼
趣
味
や
好
き
な
食
べ
物
は

と
に
か
く
練
習
ば
か
り
で
、

た
ま
に
は
魚
釣
り
も
し
ま
し
た

が
、
さ
っ
ぱ
り
釣
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
食
べ
物
は
な
ぜ
か｢

エ
ビ

フ
ラ
イ｣

が
大
好
き
で
す
。

▼
今
後
の
日
程
と
心
意
気
を

３
月
31
日
に
東
京
へ
発
ち
、

国
技
館
で
開
催
さ
れ
る
５
月
場

所
か
ら｢

旭
大
海｣

(

き
ょ
く
た
い

が)

の
名
前
で
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

一
生
懸
命
頑
張
る
の
で
、
ど

う
ぞ
町
民
の
皆
さ
ん
応
援
し
て

く
だ
さ
い
。
友
綱
部
屋
は
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
す
ぐ
そ
ば
に

あ
り
ま
す
。

東
京
へ
来
た
と
き
は
、
ぜ
ひ

寄
っ
て
下
さ
い
。

こ
の
議
会
だ
よ
り
が
発
行
さ

れ
る
こ
ろ
は
５
月
９
日
か
ら
の

本
場
所
に
向
け
、
稽
古
の
真
っ

最
中
だ
と
思
い
ま
す
。

ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

(

取
材

高
松)

「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
。

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

そ
の
彼
岸
は
今
年
、
三
月
十

七
日
か
ら
二
十
三
日
。
や
っ
ぱ

り
中
日
に
大
雨
の
彼
岸
荒
れ
が

あ
り
ま
し
た
。
大
荒
れ
に
な
ら

ず
に
済
ん
で
安
心
し
ま
し
た
。

先
人
が
残
し
て
く
れ
た
教
訓

は
、
忘
れ
ず
に
肝
に
銘
じ
て
お

く
こ
と
が
大
切
と
つ
く
づ
く
感

じ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
少
し
気
が
早
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
二
か
月
し
た

ら
ま
ち
が
一
番
活
気
づ
く
昆
布

採
り
漁
が
始
ま
り
ま
す
。

彼
岸
明
け
の
毎
日
、
日
の
出

を
身
近
に
感
じ
て
大
漁
を
願
い

な
が
ら
、
お
か
ま
わ
り
の
役
目

を
高
齢
を
さ
て
お
き
今
年
も
無

事
に
果
た
そ
う
と
、
一
人
心
の

奥
で
昆
布
採
り
モ
ー
ド
に
ス
イ
ッ

チ
Ｏ
Ｎ
で
す
。

（
神
田
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・議会だより ＮＯ３７・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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広
報
広
聴
常
任

委
員
会
委
員

委
員
長


本

維
応

副
委
員
長

高
松

亮
裕

委
員

竹
内

孝
文

神
田

修

上
野

陽
司

小
学
校
２
年
か
ら
柔
道
を

始
め
全
道
大
会
で
上
位
入
賞

し
、
全
国
大
会
に
３
度
出
場
。

中
学
卒
業
後
、
大
相
撲
友
綱

部
屋
へ
の
入
門
が
決
ま
っ
た

高
松
航
太
君
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

（
取
材
・
高
松
）

２月2４日 議会運営委員会

3月 １日
えりも高等学校

卒業証書授与式

3月 ２日
全員協議会

第７回定例会招集

３月１１日

１２日

第７回定例会及び

予算特別委員会

全員協議会

広報広聴常任委員会

３月24日
日高東部消防組合議会

日高東部衛生組合議会

４月 ５日 広報広聴常任委員会

４月１６日
第１回臨時会

広報広聴常任委員会

４月 ３０日
日高総合開発期成会理事会・

定期総会

議会の動き

※町内小・中・高等学校の卒業式、入学式
への来賓出席は、新型コロナウイルス感染
対策のため見合わせとなりました。

所
属
力
士
の
皆
さ
ん
と
記
念
撮
影

友
綱
部
屋
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り


